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今月の話題 
• IISEE パンフレットの更新と公

開 

• ジェネラルミーティングの開

催について 

• 研修生訪日について 

 

 

研修データベース 
IISEENET（地震防災技術情報ネッ

ト） 

IISEE-UNESCO レクチャーノート 

 E ラーニング 

シノプシス・データベース（修士論

文概要） 

Bulletin データベース 

 

地震データベース 
2011 年 3 月 11 日東北地方太平

洋沖地震 

地震情報 

宇津カタログ（世界の地震被害）  

地震カタログ（世界の大地震の震

源メカニズム、余震分布等） 

 

 

IISEE パンフレットの更新と公開 
国際地震工学センター長 小豆畑 達哉 

 

IISEE では、このたび、パンフレットを更新し、これをウェブサイトに公開しまし

た。URL は

https://iisee.kenken.go.jp/japanese/HP_training/pdfs_top/brochure_jp.pdf 

です。 

このパンフレットでは、国際地震工学センターや各研修コースの内容を紹介す

るとともに、応募方法の概要を示しています。 

国際地震工学研修への参加を考えておられる方は是非、ご覧下さい。また、あ

なたの周りにいる若手研究者に、本パンフレットを使って、国際地震工学研修

への応募を奨めて頂ければ幸いに存じます。 

 

 

 IISEE ホームページ  パンフレット 

 

 

 

  

http://iisee.kenken.go.jp/net/
http://iisee.kenken.go.jp/net/
http://iisee/lna/?language=jp
http://iisee/japanese/el/
http://iisee/syndb/?language=jp
http://iisee/syndb/?language=jp
http://iisee/bltndb/
http://iisee/special2/20110311tohoku_ja.htm
http://iisee/special2/20110311tohoku_ja.htm
http://iisee/quakes.htm
http://iisee.kenken.go.jp/utsu/index.html
http://iisee.kenken.go.jp/eqcat/Top_page_jp.htm
http://iisee.kenken.go.jp/eqcat/Top_page_jp.htm
https://iisee.kenken.go.jp/japanese/HP_training/pdfs_top/brochure_jp.pdf


 

 

論文募集 
IISEE Bulletin は、現在地震学、地

震工学、津波に関する論文を募集

しております。開発途上国に関す

るものを対象としていますが、そ

れに限らず募集しています。 

送って頂いた未発表の論文は、編

集委員会と専門家による査読を行

います。投稿料は無料です。 

是非チャレンジして下さい。 

 

連絡先 

IISEE ニュースレターは、IISEE と

卒業生の架け橋を目指していま

す。 

ニュースレターへの報告や記事を

お待ちしております。皆様の自国

でのご活躍をお知らせ下さい。 

また、皆様の同僚やお友達もこの

メーリングリストに登録するように

お誘い下さい。    

iiseenews@kenken.go.jp 

http://iisee.kenken.go.jp 

 

ニュースレターの

配信先変更 
IISEE ニュースレターの配信先の

変更は、iiseenews@kenken.go.jp   

へご連絡ください。 

 

バックナンバーは下

記をご覧下さい。 
http://iisee.kenken.go.jp/nldb/ 

ジェネラルミーティングの開催について 
国際地震工学センター長 小豆畑 達哉 

 

集団研修が終了するのに伴

い、5 月 14 日に、ジェネラルミ

ーティングを開催しました。 

ジェネラルミーティングでは、研

修生と IISEE と JICA スタッフが

一同に会し、研修の改善点等

について議論することとしてい

ます。 

新型コロナウィルス感染症対策

のため、今年度は遠隔講義が

主となり、研修が果たして満足

のいくものであったか、懸念さ

れましたが、研修に対する研修生の意見は、かなり好意的なものでした。ただ

し、講義内容を理解する時間が足りない、訪問研修の機会が少ない等の意見

がありました。個人研修等の時間がまだ残されています。IISEE では、研修の残

り期間内で、研修生の要望に出来るだけこたえていきたいと思っております。 

 

研修生訪日について 
国際地震工学センター長 小豆畑 達哉、管理室長 山田 高広 

 

新型コロナウィルスの世界的感染と

いう厳しい状況の中、若い研究者や

技術者を対象とした地震工学通年研

修の開講式がリモートで開催（10 月 2

日(水)）され、約 1 年間の研修がスタ

ートし、訪日可能な研修生から順次

訪日してきました。 

第一陣は、エルサルバドル、チリ、バ

ングラデシュ、マレーシア、東ティモー

ルの 7 名が訪日し 11 月 16 日(月)と 11 月 17 日(火)に建築研究所へ通学を開

始し、第二陣はインドネシア、ブータンの 4 名が訪日し 12 月 7 日(月)より建築

研究所へ通学を開始しました。 

その様な中、第三陣としてフィリピンが 6 月 9 日(水)に訪日し、6 月 25 日(金)に

建築研究所への通学を開始しました。 

現在は個人研修期間で、各研修生はそれぞれの課題に取り組んでいます。 

つくばは６月に入り蒸し暑い日々となり、また、新型コロナウィルス感染症により

研修生は遠くへの外出が出来ない状況にはありますが、研修に励んでいます。

研修頑張ってください。 

  

 
3rd general meeting 
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